
 
 

  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC １月第 1 例会 (2025.1.７)  №３５３８ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 会長の時間（吉田和弘会長） 

我が家のおせちと和食無形文化遺産 

 皆様、新年明けましておめでとうございます。本年も

皆様にとって、よりよい一年になりますことを祈念いた

します。 

 今年は暦の関係でお正月休みが長かった、という方も

多いかもしれません。私も 12月 27日から 1月 5日まで

たっぷりお休みをしました。そんなお正月、皆様はどの

ようにお過ごしだったでしょうか？どのようなものを 

召し上がったか、大変興味があります。新潟出身の会員

はもちろんご存知でしょうけれども、新潟は元旦より 

大晦日にご馳走を食べる習慣があります。大晦日のことを

「としやの晩」とも言いまして、家族でたっぷりお料理

を食べます。在校生に「大晦日に必ず食べるものは？」

と調査してみましたら、「お寿司」「すき焼き」   

「のっぺ」「松前漬け」「カニ」「オードブル」という答

えが多くありました。ちなみに吉田家は両親、兄夫婦、

それから我が家の 5人家族の合計 9名で、しゃぶしゃぶ

やラザニアなどで盛大に飲み食いいたしました。 

 明けて元旦はおせちにはあまり力を入れず、お雑煮を

食べる程度というのが新潟のスタンダードのようです。

これも生徒に聞いてみましたら、「黒豆」「数の子」 

「伊達巻」などで、「おせちは食べない」という答えも

ありました。 

お雑煮も各地、各地方で数多くの種類があります。  

業界団体である全国調理師養成施設協会では、全国のお

雑煮のデータを集め、代表的なレシピで写真を撮影して

います。「東京」「長野」「京都」「宮崎」の雑煮をご覧 

いただきます。 

我が家はもちろん越後雑煮です。具沢山で、お正月を 

お祝いするにはぴったりです。郷土料理研究家の   

小林瑠美子先生によりますと、新潟の雑煮が具沢山なの

は、米どころで作るお餅があまりにおいしいため、食べ 

 

すぎを防ぐために、ほかの具を増やしたという説がある

との ことです。 

 ではその新潟のお雑煮が、ユネスコの無形文化遺産登録

のきっかけになった、ということはご存知でしょうか？

これは昨年の秋に亡くなられた、服部幸應先生に直接 

伺った話です。 

 フランス料理が遺産として登録されたことを受け、 

日本料理も文化の伝承のために登録を目指そうと、京都

の「菊乃井」のご主人、村田吉弘さんが京都市に働きか

けたことから、運動がスタートしました。しかしなか 

なか成果が上がらない。そうしているうちに、同じく 

遺産登録を目指していた韓国が、「宮廷料理」から   

「醤（ジャン）の文化」に方向転換し、認証に大きく 

近づいたというニュースが入ります。 そこで「日本 

食文化の世界無形遺産登録に向けた検討会」という農林

水産省主催の団体のメンバーは、料理の技巧ではなく、

食文化に視点を変えることになりました。そこで話題に

なったのが、お正月の文化は全国各地にあり、それぞれ

に意味と特徴がある。食についても例えば新潟のお雑煮

などは全国的にみても具が沢山入っている珍しい雑煮で、

地域ごとに特色がある。これは地元の背景、歴史を反映

しているからではないか」と服部先生が着目し、舵を切

ったことで運動が加速化して、2013年、      

「和食；日本人の伝統的な食文化」が無形文化遺産に 

登録されました。 

 よく勘違いされるのですが、登録されたのは料亭料理

ではありません。日本の食文化の根源として「多様で 

新鮮な食材とその持ち味の尊重」と「健康的な食生活を 

支える栄養バランス」があり、「自然の美しさや季節の 

移ろいの表現」できること、そして「正月などの年中行事

との密接な関わり」があることが、認定の理由なのです。 

お正月のみならず、日本の食文化は、年中行事や自然の

恵みをから発展、継承されてきました。守り続けるのは

大変でも、変わってしまったり、無くなってしまうのは

あっという間です。日本の、新潟の食にまつわる文化、

大切にしたいものです。 

 

 2024-25 年度 
国際ロータリー会長 

ステファニー A. アーチック 

 
2024～25 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

吉田 和弘  
 



◎今週のお店紹介   

ニコ味とくし天、オムライス わたなべたかし                 

新潟市中央区西堀前通 6番町 900-2 

 

◎今週のミニスピーチ 

・秋山博一 ㈱ミタカ 代表取締役 

・敦井栄一 北陸瓦斯㈱ 代表取締役会長 

・内田海基夫 第一建設工業㈱ 代表取締役社長 

 

(3) １００％出席バッチ贈呈 

 

 

 

(4) 誕生日お祝い贈呈(５名) 

 

(5) 結婚記念日お祝いの紹介(４名) 

 

(6) 佐藤隆夫職業奉仕委員長報告 

３月１８日（火）職場訪問を実施致します。    

例会後１３：４５バスにて燕方面へ出発、北越工業㈱

はじめ数社訪問し、近辺で懇親会を開催致します。 

詳細が決まりましたら改めてご案内致します。 

 

(7) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(本多 晃委員長) 

本間  彊君  本多  晃君 

徳永 昭輝君  

 

米山奨学会寄付発表（内田 海基夫委員) 

徳永 昭輝君  坂井 賢一君 

 

青少年育成基金寄付発表(五月女政義委員長) 

本間 彊君  

 

 

 

 

(8) ニコニコボックス紹介（大桃 典和委員長） 

・吉田 和弘君 明けましておめでとうございます。

会長の役目も復路に入りました。本年も何卒、宜しく

お願いいたします。 

・敦井 栄一君 社員の子どもがロータリー保育園に

通っていて、昨年１２月２４日、サンタクロースさん

らしいサンタクロースにおいで頂き、美味しいお菓子

をもらったと喜んでいたそうです。有難うございました。 

・高杉 直希君 １２月にヘルニアの再発による座骨

神経痛のためお休みをいただいておりました。おかげ

さまで無事手術も終わり、歩くことができるように 

なりましたのでニコニコします。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

・五月女政義君 結婚記念日のお花をお贈りいただき

ありがとうございました。家内が留守で息子が受け取

ったようなのですが何とも不思議そうな顔をしていま

した。 

(9) 幹事報告（高杉 直希副幹事） 

・ロータリーレートが１ドル１５７円に変更になりました。 

 

(10) １月７日の例会参加率 

   

Zoom参加 ５名 

 

 

１月１４日の例会予定 

行形亭にて新年会を開催致します。 

午後５時受付  ５時３０分開会 

※ Zoom併催例会ではございません。 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河西弘太君郎 ４年 徳永 昭輝君 16年 

石本隆太郎君 43年 小山 楯夫君 45年 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８１ ８０ ５５ 68.75％ 

http://www.niigatarc.jp/


 

 

 

 

1月７日 理事会報告 出席者 １１ 名 

 

 

１ 退会届について＝承認 

(名）田中商会 会長 田中堅一郎君（12/13付） 

 

２ クラブ旗追加購入について＝オクトンに発注する 

タテ型の購入については承認。 

素材はポリエステル地かスエード地の２種類あり。 

他クラブがどちらを使用しているかを確認し、合わせる。 

 

３ １月のプログラム＝承認 

    １月  ７日 第一例会につき卓話なし 

   １月１４日 新年会 午後５時受付 ５時３０分開会 於 行形亭   

１月２１日 卓話「新しい着想と発想を情熱をもって  

              ～ずっと五泉 さらに一歩～」 

五泉市市長 田邊 正幸氏 

１月２８日 卓話（仮題） 歯磨きから見ええる子供の貧困 

                  ライオン サスティナビリティ推進部 

エシカルマーケティングプロデューサー 小和田みどり氏 

  

４  その他 

・次年度の組織について 

佐藤邦栄次年度会長より、現行の１７委員会のうち３委員会を統合することで 

１４委員会とし、各委員会メンバーを増やし、新潟RCの事業と委員会を活性化した 

い旨の説明があり、定款・細則に抵触がなければ問題ないとの回答がなされた。 

 

・監査役欠員補充ついて 

吉田会長より、田中堅一郎氏の退会により、監査役が敦井栄一氏１名のみとなる 

ため、次年度監査役候補の本間剛三氏にお願いしようと考えているとの意見があり、 

こちらも定款・細則に抵触が無いかどうか確認する。 

 


